
 

講演会での重要事項 

  

 

７月１１日（土）に開催した講演会「みんなで考える地域の防災」について事後アンケート調査を行いました。 
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～講演会に関するアンケート結果について～ 

 

 

 

 

第１５号 （平成 27年 9月 9日）   

    平成２７年度総会・講演会を開催しました！
    

福岡市建築協定
地区連絡協議会 

平成２７年７月１１日（土）平成２７年度総

会・講演会を開催しました。 

各協定地区より総会・講演会に５２名が参加さ

れました。 

 

『総会』 

○ 役員選出 

○ 平成２７年度活動計画 

  

 

 

『講演会』 

＜講師：福岡市市民局防災・危機管理課 

係長 中島 幸英 氏＞ 

＜演目：みんなで考える地域の防災 ＞ 

下記について講演して頂きました。 

○地域の災害リスクを知る 

○災害から身を守るための知識や意識を身に付ける 

○防災情報の活用 

○災害時の心理と行動            等 

 

 

福岡市建築協定地区連絡協議会 
（事務局 福岡市住宅都市局建築指導部開発・建築調整課） 

福岡市中央区天神１丁目８番１号（福岡市役所４階） 

TEL ７１１－４５８１  FAX ７３３－５５８４ 

ホームページ http：//machinaminorule.city.fukuoka.lg.jp/ 

講演会の様子 

 

 

 

 

新役員の紹介 

会長：渡邊 健一（笹丘２丁目） 

副会長・会計：足達 猛（小戸３丁目） 

副会長：鴨川 武文（茶山２丁目２区） 

監事：行徳 弘治（松山２丁目） 

理事：平本 優八（茶山４丁目） 

理事：積水ハウス㈱担当 山本 憲一（照葉まちづくり） 

理事：高木 静男（茶山６丁目） 

理事：橋本 圭司（多賀１丁目１・２組） 

理事：小池 輝 （笹丘３丁目・友泉亭） 

 

 平成２７年度は，このメンバーで本協議会を盛

り上げて参りますのでよろしくお願いします。 

 現在，福岡市内の建築協定数は，８６地区（８

月末時点）となりました。昨年度の取組みとして，

新規，更新，変更合わせて７地区の認可を行って

おり，地区数も３地区増えています。今後も仲間

を増やし，協力してやっていきたいと考えていま

す。 

 

 

 

 

○災害から身を守るために 

① 地域の災害リスクを知る 

② 災害から身を守るための知識や意識 

③ 「情報」をフルに活用して安全確保行動 

○災害時の心理と行動 

 逃げない・逃げられない 

① 地域災害のリスクを知る 

・福岡市の特徴 

・福岡市域の災害の想定 

・過去の災害例 

② 災害から身を守るための知識や意識 

・地震と風水害の違い 

・避難勧告等の種類 

・避難の方法 

③ 「情報」をフルに活用して安全確保行動 

・防災情報収集のための手段 

・福岡市防災メール 

○結論 

・みんなで作る防災体制（防災の３つの輪） 

① 自助 ②共助 ③公助 

・自助・共助による地域の防災力の向上 

 

   

１．講座の内容はよく理解できましたか。 ２．講座をうけていかがでしたか。 

３．今後受講してみたいテーマ 

 ・ハザードマップに基づいて危険と思われるエリア

の詳細について 

 ・海岸寄り，山寄りなどの地域特性を考慮した地域

ごとの防災対策を知りたい。 

 ・救急車や消防車の地域への進入路等の確認 

 ・身近な火災防災 

 ・建築協定にしろ防災活動にしろ，居住者の高齢化   

  や世代交代による新しい住民の認識不足や非協  

  力（無関心）に対する防止の対応策について知り

たい。 

 

４．その他，感想等 

 ・防災で必要な知識・情報を知ることができ，町内の

方にも伝えたいと思う。 

 ・確実に高齢化が進む地域で，常に防災意識を持つこ

とは重要。 

 ・今回の講演で，建築協定での地域の活動と防災の関

係が分かり良かった。 

 ・西方沖地震から１０年が過ぎ，記憶がだんだん薄れ， 

  福岡は大丈夫であると安心してしまっている気持ち   

  を引き締め，災害対策をする必要があると感じた。 

○避難できなくなる原因 

 気象状況，注意の一点集中（視野狭窄）， 

家族（体が不自由で支援が必要など） 

○逃げ遅れる原因 

 正常性・多数派同調バイアス，凍りつき症候群 

災害から身を守るために 

災害時の心理と行動 

第１５号 



      

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笹丘２丁目 建築協定運営委員長 

      渡邊 健一 

 

 今までの連絡協議会での講演会，研修会は主とし

て建築に関するテーマが取り上げられ，弁護士の先

生による「協定違反への対応」とか「建築基準法の

基礎・図面の見方」などが行われてきました。 

今回は，今までとは趣を変えて，「みんなで考える

地域の防災」という演目で，市民局，防災・危機管

理担当係長の講演が行われました。実際の災害状況

の写真が多く取り入れられて，わかりやすい説明が

なされました。 

地震とは無縁と思っていた福岡市で平成１７年に

「福岡県西方沖地震」が発生し，博多湾から筑紫野

まで５０数キロの一直線で警固断層が存在すること

を改めて認識しました。 

 日頃，災害について身を守る方法を講演されてい

る講師が，前述の地震に遭遇してとっさに取った行

動は「机の上のパソコンが倒れないよう手で押さえ

たことでした」と話されて，会場の笑いを誘うなど

ユーモアを交えて良い雰囲気での講演でした。 

「災害時にあなたを助けてくれる人は誰ですか？」

というテーマでは，なんと言っても自助，共助が重

要であり，日頃の地域活動に防災を取り入れ，隣近

所の声かけが出来る体制作りが大事とのお話が印象

に残りました。協定との直接の関係は無いとは思い

ますが，地域のより良いコミュニティ形成を含めて，

考えさせられる講演でした。 

最後になりましたが，このたびの総会で篠原会長

の後任として会長を仰せつかりました。紙面をお借

りしてご挨拶申しあげます。 

退任されます篠原会長，篠原理事にはたいそうお

世話になりました。会員一同お礼申しあげます。篠

原会長には平成２２年度から５年間という長い間会

長を務めて戴き，お疲れ様でした。 

総会では９名の新しい役員が選出されました。協

定地区も市担当職員の頑張りで年々地区が増加して

います。 

 協議会の目的である「相互の情報交換，協定の円

滑な運営，課題の解決，協定の普及・啓発を諮るこ

と」で良好な町なみ作り，住みやすい町づくりの手

助けとなるよう，新役員一同で皆さんと一緒にこの

会を盛り上げて行きたいと思います。どうか宜しく

お願い致します。 

 

 

研修を受講して 協定地区からひとこと 

荒江１丁目 建築協定運営委員長  

渡邉 誠樹 

 

 城南区荒江１丁目は，昭和の中頃まで農家が主

で，東，西側に水田が広がり，静かなたたずまいの

町でした。しかし，時代と共に，263 号線(早良街

道)及び 202 号線沿いには，たくさんの分譲，賃貸

マンションが建ち，多くの方が荒江に居を構えるよ

うになり，中央部にも新しい戸建て住宅が建つよう

になりました。一方，住民の高齢化が進む中，世代

交代あるいは転居等により，ワンルームアパートが

増え，空き地も多く見られるようになりました。 

 現在，ワンルームアパートのゴミ出しや自転車の

とめ方等の困った問題があり，また，現状では 3 階

建てまでですが，近い将来高い建物が建つおそれも

あります。(当地は第 2 種 15ｍ高度地区です。)そ

ういう中で，今の住環境を保持したいと願う住民に

とって，建築協定が有効な保全策であるとして，6

月 22 日と 10 月 5 日に勉強会を開催致しました。

出席者は徐々に増え，皆さんの関心が次第に大きく

なるのを感じました。 

 平成 26 年 11～12 月にかけ，意向調査を実施

し，平成 27 年 3 月末までに，合意書を取りまとめ

ました。61％の賛成を得，意見聴取会を経て，8

月 6 日に建築協定が認可された次第です。 

 建築協定の内容は，｢建物の高さは 3 階，10ｍま

でとし，共同住宅は 1 住戸あたり 35 ㎡を超えるも

のとし，居室は 2 以上とする。｣とし，高層建築物

とワンルームアパートの規制を主としたものです。 

 今後の課題として，1)隣接地の方々に建築協定の

合意を呼びかける。2)隣接地に対して一定の抑止力

を発揮し，建築協定の存在意義を示す等です。 

 この建築協定の締結にあたり，福岡市開発・建築

調整課に多大なご指導及びご支援を頂きましたこ

とを，この紙面にてお礼申し上げます。

 

唐原３区３丁目１組 建築協定運営委員長 

坂本 民子 

 

私たちの地区は和白干潟が近く，ＪＲ九産大前駅

に１０分，西鉄貝塚線唐原駅に５分のところにあり

ます。約３５年前に殖産住宅により開発された５８

戸の戸建ての住宅が整然と並ぶ快適な住宅地です。 

しかしながら３５年も経ちますと，住民の皆さん

の高齢化とともに，家の売買や建替えが行われるよ

うになり，地区内には空き家も出てきているのが現

状です。 

 平成２６年１０月，福岡市の担当者の方から建築

協定に関するご提案があり，１１月末に勉強会を開

催したのが今回の協定締結のきっかけでした。勉強

会では，この地区が第１種住居地域であることを再

認識し，将来に不安を感じる声が聞こえました。ア

ンケート調査の結果，８３パーセントの方々が協定

の締結に向けて前向きに推進していくことを回答し

ていただき，最終的には７２パーセントの合意を得

て，今年６月の協定締結に至った次第です。 

当地区の運営委員会は当地区の集会所を管理する

委員会が役員を兼務することになりました。集会所

の管理委員会は毎年役員が交代し，また隣接地の

方々も役員として入る可能性があり，運営をどう維

持していくかが課題として残りました。来年の総会

で住民の皆さんと議論し改善していきたいと考えて

おります。 

 今後は，隣接地の方々が一人でも多く仲間に加わ

っていただき，安心して暮らせる街並みを将来に亘

って維持していくよう，地区全体で運営していきた

いと考えております。 

 今回，合意していただいた住民の皆さんのご協力，

福岡市の担当の方々のご指導のおかげで協定締結に

至りました。深く感謝申し上げます。今後ともご指

導ご鞭撻を宜しくお願い申し上げます。 

 

 

茶山２丁目２区 建築協定運営委員会 

  総務・会計 鴨川 武文 

 

総会終了後，福岡市市民局防災・危機管理課の担

当者より，「みんなで考える地域の防災」というテ

ーマで講演があり，市民防災の観点から有益なお話

しを聴くことができました。 

 講演は，福岡市の地形的特徴に始まり，災害につ

いての事例紹介，災害から身を守るための知識や意

識を身に付ける，防災情報の活用，地域における自

主防災など多岐にわたる内容でしたが，講演の趣旨

は，災害から身を守るために，平常時には，地域の

災害の危険度を知り，また，災害から身を守るため

の知識や意識をもち，災害時には，情報を大いに活

用して安全確保行動をとるというところに要約で

きると思います。具体的には，地域の災害の危険度

を知るためには，どのような災害が想定できるかを

示した地図(ハザードマップ)を参照したり，危険と

思われるところを実際に歩いて確認をするという

ことなどが大事であるとの説明がありました。 

また，災害から身を守るための知識や意識につい

ては，気象台が発表する雨や風などの関する注意報

や警報，特別警報の意味や，避難勧告等の種類とそ

の内容を正しく理解するために日頃から家族で話

し合うことが大切であるとの説明がありました。さ

らに，地震については，地震がいつ，どこで発生す

るかということを予知することが全く不可能であ

るために，地震発生時に家具が転倒しないように固

定しておく，耐震補強をする，食料や水などを備蓄

しておくことが重要であるとの説明がありました。 

講演を拝聴して気が付いたことを挙げさせてい

ただければと思います。たとえば，ハザードマップ

がどのようなものなのか，それをどこで見ることが

可能なのかなど，地域住民である私たちは全く知ら

ないといっても過言ではないでしょう。また，防災

メールについても同様だと思います。 

したがって，災害・防災に関する多くの知識・情

報をもっている行政機関が，これまで以上に市政だ

よりや町内会などを活用して災害・防災に関する啓

蒙を行い，さらには，災害発生時における自助・共

助の観点からも日頃の地域住民の連携の必要性を

痛感した次第です。 

最後になりますが，平成２７年度の副会長を仰せ

つかりました。どうぞよろしくお願いします。 


